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平
成
30
年
度 

一
般
会
計
予
算
の
あ
ら
ま
し

新年度の一般会計予算は、前年

度当初予算に比較して、39億

3,300万円増額（16.7%）の予

算が組まれました。

小学校の空調設備設置および

（新）学校給食共同調理場の整

備にかかる予算は、この当初予

算確定後に、国の補正予算措置

により、平成29年度の補正予

算に前倒ししています。

（可決・別表）

平成30年度　特別会計当初予算 （単位：千円）

歳　　入 （単位：千円）

市 税

譲与税・交付金など

負担金・使用料など

国・県支出金

そ の 他

市 債

…

…

…

…

…

…

12,746,709

1,966,817

1,406,423

5,739,227

3,012,124

2,588,700

合  計…27,460,000

歳　　出 （単位：千円）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

178,209

2,691,102

8,623,997

1,990,147

63,148

414,318

256,685

2,478,959

758,231

5,101,755

4,893,449

10,000

合  計…27,460,000

市　税

46.4%

総務費

9.8%

教育費

18.6%

公債費

17.8%

民生費

31.4%

衛生費

7.3%
労働費 0.2%

農林水産業費

1.5%

土木費

9.0%

商工費 0.9%

消防費

2.8%

譲与税・

交付金など

7.2%

負担金・

使用料など

5.1%

国・県支出金

20.9%

市　債

9.4%

その他

11.0%

議会費

0.7%
予備費

0.0%

歳　入

歳　出

274億6,000万円274億6,000万円

特　別　会　計　名 予算額 前年度当初予算 増減 採決結果

土 地 取 得 596,928 769,841 −172,913 可決・全

国 民 健 康 保 険 5,101,137 6,021,920 −920,783 可決・別表

後 期 高 齢 者 医 療 600,279 559,628 40,651 可決・別表

介 護 保 険 3,503,563 3,629,019 −125,456 可決・別表

墓 地 公 園 5,267 5,269 −2 可決・全

大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業 栗 東
新 都 心 土 地 区 画 整 理 事 業

80,588 82,307 −1,719 可決・全

水 道 事 業 会 計 2,454,770 2,207,690 247,080 可決・全

公 共 下 水 道 事 業 会 計 3,638,669 3,480,716 157,953 可決・全

農 業 集 落 排 水 事 業 33,799 32,405 1,394 可決・全

大津湖南都市計画事業栗東駅前土地
区画整理事業（平成２９年度で終了）

― 42,205 −42,205 ―

合　　　　計 16,015,000 16,831,000 −816,000

りっとう議会だより

2018 年 5 月 1日
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人

　事

人
権
擁
護
委
員
に
、

　
田
所
　
秀
孝 

氏

　
田
中
　
康
子 

氏

　
山
下
　
祐
平 

氏

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
３
名
を
推
薦
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し

た
。

（
適
任
・
全
）

条

　例

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
指

定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
・
指
導

監
督
権
限
が
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
移

譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
基
準
を
定

め
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

廃

止

す

る

条

例

大
津
湖
南
都
市
計
画
事
業
栗
東
駅
前
土
地

区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
を
廃
止
す
る
等

の
条
例

　
栗
東
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け

る
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
大
津

湖
南
都
市
計
画
事
業
栗
東
駅
前
土
地
区
画

整
理
事
業
施
行
条
例
の
廃
止
及
び
大
津
湖

南
都
市
計
画
事
業
栗
東
駅
前
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
項
目
を
削
る
等
を
行
う

も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

一

部

改

正

個
人
情
報
保
護
条
例

　
行
政
機
関
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の

適
正
か
つ
効
果
的
な
活
用
に
よ
る
新
た
な

産
業
の
創
出
並
び
に
活
力
の
あ
る
経
済
社

会
及
び
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
資
す

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
個
人
識
別
符
号
や
要

配
慮
個
人
情
報
の
取
扱
を
明
確
化
す
る
よ

う
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等

　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
及
び

消
防
団
員
の
報
酬
の
額
並
び
に
市
長
、
副

市
長
及
び
教
育
長
の
給
料
月
額
を
引
き
続

き
平
成
31
年
３
月
ま
で
の
間
、
本
則
の
額

か
ら
５
％
減
額
す
る
と
と
も
に
、「
就
学
指

導
委
員
会
」
を
「
就
学
支
援
委
員
会
」
へ
名

称
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
平
成
30
年
度
か
ら
滋
賀
県
が
各
市
町
の

標
準
保
険
税
率
を
示
し
、
そ
の
示
さ
れ
た

保
険
税
率
を
参
考
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
医
療
保
険
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
分
、
介
護
納
付
金
分
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
調
整
基
金
条
例

　
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す

る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や
効

率
的
な
事
業
の
確
保
等
の
国
保
運
営
の
中

心
的
な
役
割
を
担
い
、
制
度
を
安
定
化
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

り
、
指
定
都
市
の
区
域
内
に
所
在
す
る
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
認
定
こ

ど
も
園
の
認
定
に
係
る
一
部
の
事
務
・
権

限
が
、
都
道
府
県
か
ら
指
定
都
市
に
移
譲

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

　
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す

る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
住
所
地

特
例
の
規
定
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

国
民
健
康
保
険
条
例

　
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す

る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
か
ら
国
保
事
業
の
都
道
府
県
単
位
化

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

介
護
保
険
条
例
等

　
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

第
１
号
被
保
険
者
介
護
保
険
料
を
定
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等

の
規
定
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

市
営
土
地
改
良
事
業
経
費
の
賦
課
徴
収
に

関
す
る
条
例

　
土
地
改
良
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
土
地
改
良
施
設
の
突

平成29年度　一般会計・特別会計補正予算

平成30年度　一般会計補正予算

会　　計　　名 補　正　額 予　算　総　額 主　な　内　容 採決結果

一 般 会 計（ 第 ５ 号 ） 1億6,264万3千円（減額） 253億3,739万3千円 土木費等の減額 可決・別表

一 般 会 計（ 第 ６ 号 ） 20億7,316万円（増額） 274億1,055万3千円 教育費の増額 可決・全

土 地 取 得 特 別 会 計 66万円（減額） 8億1,063万1千円 土木費の減額 可決・全

国民健康保険特別会計 1,976万6千円（減額） 60億2,638万2千円 共同事業拠出金の減額 可決・全

後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計

2,303万5千円（増額） 5億8,255万8千円
後期高齢者医療広域連合納付
金の増額

可決・全

介 護 保 険 特 別 会 計 2億79万9千円（減額） 34億6,959万2千円 保険給付費等の減額 可決・全

水 道 事 業 会 計 1億4,186万8千円（減額） 20億6,605万9千円 建設改良費等の減額 可決・全

公共下水道事業会計 3,174万円（増額） 35億1,202万8千円 建設改良費の増額 可決・全

会　　計　　名 補　正　額 予　算　総　額 主　な　内　容 採決結果

一 般 会 計 20億7,316万円（減額） 253億8,684万円 教育費の減額 可決・全

新

た

な

条

例

りっとう議会だより

2018 年 5 月 1日
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発
事
故
被
害
の
復
旧
に
係
る
手
続
き
が
簡

素
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

景
観
条
例

　
景
観
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
届
出
対

象
の
大
規
模
工
作
物
に
太
陽
光
発
電
施
設

を
追
加
す
る
等
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に

関
す
る
条
例

　
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機

構
の
業
務
に
特
定
河
川
工
事
の
代
行
業
務

が
加
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
（
可
決
・
全
）

都
市
公
園
条
例

　
都
市
公
園
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
都

市
公
園
に
設
け
ら
れ
る
公
園
施
設
の
建
ぺ

い
率
の
特
例
等
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

道
路
占
用
料
条
例

　
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
道
路
法
施
行
令
別

表
第
２
級
地
の
占
用
料
の
額
に
改
正
す
る

も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

市
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸
法
を
定
め

る
条
例

　
国
の
省
令
「
道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道

路
標
示
に
関
す
る
命
令
」
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
案
内
標
識
の
番
号
の
移
動
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償

の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
扶
養
親
族
が

あ
る
場
合
に
お
け
る
加
算
額
の
改
定
に
伴

い
、
補
償
基
礎
額
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

（
可
決
・
全
）

そ
の
他

学
校
給
食
共
同
調
理
場
調
理
・
配
送
・
配

膳
等
業
務
委
託

　
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額
　
11
億
１
３
１
１
万
２
８
０
０

円
（
税
込
）

契
約
相
手
方
　
㈱
東
テ
ス
テ
ィ
パ
ル
　

（
可
決
・
全
）

市
道
　
８
路
線
廃
止
、
18
路
線
認
定

　
開
発
に
伴
う
市
道
廃
止
に
よ
る
再
認
定

の
た
め
小
野
亥
之
子
線
ほ
か
３
路
線
、
市

道
の
付
け
替
え
に
伴
う
市
道
廃
止
に
よ
る

再
認
定
の
た
め
名
神
安
養
寺
南
側
道
線
ほ

か
１
路
線
を
一
旦
廃
止
し
再
度
認
定
。
開

発
に
伴
う
市
道
廃
止
の
た
め
小
野
公
民
館

線
、
葉
山
川
改
修
に
伴
う
市
道
廃
止
の
た

め
下
鈎
額
田
井
橋
線
を
廃
止
。
開
発
に
よ

る
道
路
の
寄
附
・
帰
属
の
た
め
小
野
亥
之

子
区
内
１
号
線
ほ
か
８
路
線
、
葉
山
川
改

修
に
伴
う
市
道
認
定
の
た
め
下
鈎
伊
関
線

ほ
か
１
路
線
、
中
ノ
井
川
改
修
に
伴
う
市

道
認
定
の
た
め
野
尻
寅
丸
深
田
線
を
認
定

す
る
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

請
願
書

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活
を
求

め
る
請
願

請
願
者
　
栗
東
農
民
組
合

組
合
長
　
三
浦 

平
次 

氏

請
願
の
内
容

　
２
０
１
３
年
ま
で
は
、
主
要
農
作
物
を

生
産
す
る
農
家
に
対
し
標
準
的
な
生
産
費

と
販
売
価
格
の
差
額
を
補
填
す
る
、
農
業

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
農
家
を
支
え
て

い
た
が
、
２
０
１
４
年
に
は
「
経
営
所
得

安
定
対
策
」
に
切
り
替
わ
り
、
さ
ら
に
こ

の
制
度
も
２
０
１
８
年
か
ら
廃
止
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
復
活
を
求
め
る
意
見
書
を
、
政
府
関
係

機
関
に
提
出
す
る
よ
う
請
願
す
る
も
の
で

す
。

（
不
採
択
・
別
表
）

主
要
農
作
物
種
子
法
に
代
わ
る
公
共
品
種

を
守
る
新
し
い
法
律
を
つ
く
る
こ
と
を
求

め
る
請
願

請
願
者
　
栗
東
農
民
組
合

組
合
長
　
三
浦 

平
次 

氏

請
願
の
内
容

　
戦
後
の
日
本
の
食
と
農
を
支
え
て
き
た

主
要
農
作
物
種
子
法
が
２
０
１
８
年
３
月

末
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
種
子
価

格
の
高
騰
、
地
域
条
件
に
適
合
し
た
品
種

の
維
持
・
開
発
の
衰
退
、
遺
伝
子
組
み
換

え
企
業
に
よ
る
種
子
市
場
の
独
占
な
ど
が

心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
主
要
農
作
物
種

子
法
に
代
わ
る
公
共
品
種
を
守
る
新
し
い

法
律
を
つ
く
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
、

政
府
関
係
機
関
に
提
出
す
る
よ
う
請
願
す

る
も
の
で
す
。

（
不
採
択
・
別
表
）

採
択
結
果
の
後
に
、
「
別
表
」
と
あ
る

議
案
の
採
択
結
果
に
つ
い
て
は
、
下

の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
「
全
」
と
あ

る
議
案
は
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
の
で
表
へ
の
記
載
は
省
略
し
て

い
ま
す
。

賛否が分かれた案件の採決結果一覧 多＝賛成多数　少＝賛成少数　○･･･賛成　●･･･反対

＊議長（小竹庸介議員）は採決に加わらない
＊会派名の正式名称は次のとおり
　公明→公明栗東　　再生→栗東再生市民派クラブ　　ネットワーク→栗東市民ネットワーク　共産党→日本共産党議員団

会　　派　　名 新　　政　　会 公明 再生 ネットワーク 共産党

議員名
件　名

採
決
結
果

藤
田
　
啓
仁

寺
田
　
範
雄

上
田
　
忠
博

片
岡
　
勝
哉

武
村
　
　
賞

谷
口
　
茂
之

田
中
　
英
樹

三
木
　
敏
嗣

野
々
村
照
美

國
松
　
　
篤

櫻
井
　
浩
司

田
村
　
隆
光

林
　
　
好
男

中
村
　
昌
司

大
西
　
時
子

■　議　案

平成30年度

一般会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

国民健康保険特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

後期高齢者医療特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

介護保険特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

平成29年度 一般会計補正予算（第5号） 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

■　請願書

農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願 少 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

主要農作物種子法に代わる公共品種を守る新しい
法律をつくることを求める請願

少 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○

りっとう議会だより

2018 年 5 月 1日
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予算常任委員会
　
当
委
員
会
は
、
付
託
さ

れ
た
議
案
19

件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　
人
件
費
全
般
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
臨
時
職
員
配

置
事
業
で
、
セ
ン
タ
ー
職

員
は
全
員
臨
時
職
員
と
い
う
事
だ

が
、
市
の
事
業
で
こ
の
よ
う
な
状

態
が
あ
り
得
る
の
か
、
総
務
課
の

見
解
は
、
と
の
質
疑
に
対
し
、
当

局
か
ら
、
臨
時
職
員
を
中
心
に
運

営
を
し
て
い
る
が
、
管
理
監
督
は

正
規
職
員
の
課
長
が
当
た
っ
て
い

る
。
当
初
は
数
名
の
正
規
職
員
を

配
置
し
て
い
た
が
、
児
童
館
を
縮

小
す
る
前
か
ら
運
営
は
臨
時
職
員

で
あ
り
、
児
童
館
の
開
館
日
数
を

縮
小
し
た
後
も
運
営
形
態
に
つ
い

て
は
継
続
し
て
臨
時
職
員
で
対
応

し
て
い
る
。
今
後
検
討
し
て
い
く

べ
き
重
要
な
課
題
と
認
識
し
、
全

庁
的
に
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
企
画
調
整
推
進
経
費
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
、
大
規
模
商
業
施
設
用

地
・
交
通
影
響
調
査
等
委
託
の
内

容
と
、
議
会
で
請
願
書
の
審
査
時

に
指
摘
し
た
３
つ
の
意
見
（
周
辺

道
路
の
整
備
促
進
・
開
発
面
積
の

適
正
化
の
検
討
・
地
権
者
の
意
向

の
尊
重
）
の
取
り
組
み
状
況
は
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
当
局
か
ら
、

土
地
利
用
調
査
等
支
援
委
託
は
、

農
業
施
策
や
都
市
計
画
の
調
査
の

調
整
を
行
う
た
め
の
予
算
で
あ
る
。

３
つ
の
意
見
に
対
し
て
は
、
商
業

施
設
の
必
要
性
、
当
該
地
の
潜
在

能
力
・
交
通
の
影
響
調
査
を
実
施

し
、
市
民
へ
の
影
響
、
経
済
活
動

へ
の
影
響
と
効
果
な
ど
を
整
理
し
、

そ
の
後
、
周
辺
自
治
会
、
関
係
者
、

そ
し
て
議
会
に
説
明
を
し
て
い
く
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
農
業
振
興
事
業
に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
、
学
校
給
食
に
供
給
さ
れ

る
、
環
境
こ
だ
わ
り
米
の
「
25

ト
ン
」
と
は
ど
の
程
度
の
規
模

か
、
と
の
質
疑
に
対
し
、
当
局
か

ら
、
学
校
給
食
全
体
で
年
間
80

～

100

ト
ン
の
使
用
を
見
込
ま
れ
て
お

り
、
共
同
調
理
場
は
９
月
か
ら
の

稼
動
で
あ
る
た
め
、
半
年
分
の
50

ト
ン
の
う
ち
、
単
価
差
な
ど
も
考

慮
し
、
２
分
の
１
の
25

ト
ン
と
考

え
て
い
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
、
健
康
運
動
公
園
基
本
計

画
策
定
委
託
の
詳
細
は
、
と
の
質

疑
に
対
し
、
当
局
か
ら
、
４
ha

以

上
の
未
整
備
の
都
市
計
画
公
園
を
、

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
受
託
事
業
と
し

て
請
け
負
っ
て
い
る
と
の
情
報
か

ら
、
健
康
運
動
公
園
に
つ
い
て
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
対
象
と
な
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
計

画
決
定
し
て
い
る
約

12

ha

に
つ
い
て
、
Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
の
人
的

支
援
・
技
術
的
支
援

を
受
け
、
補
助
施
策

に
受
託
事
務
と
し
て

採
択
さ
れ
る
方
向
で

あ
る
、
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
19

議
案
に
つ

い
て
、
そ
の
他
多
く

の
質
疑
の
後
、
反
対

討
論
も
あ
り
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算
等
を
審
査

委

員

会

報

告

りっとう議会だより

2018 年 5 月 1日
5



総務常任委員会
　
当
委
員
会
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案

４
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

　
契
約
の
締
結
に

つ
き
議
会
の
議
決

を
求
め
る
こ
と

（
学
校
給
食
共
同

調
理
場
調
理
・
配

送
・
配
膳
等
業

務
委
託
契
約
）
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
①
競
争
入

札
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
つ
い
て
の
市
の
考
え
方

は
。
②
指
名
業
者
は
12

事

業
者
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
参
加
事
業
者
が
１

事
業
者
で
あ
っ
た
理
由
は
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
当
局

か
ら
❶
原
則
、
一
般
競
争

入
札
で
あ
る
が
、
実
態
的

に
指
名
競
争
入
札
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
・
コ

ン
ペ
は
、
民
間

の
優
れ
た
発
想

や
知
識
で
提
案

い
た
だ
き
、
金

額
も
含
め
て
較

べ
、
よ
り
よ
い

実
績
を
あ
げ
る

た
め
に
行
う
場

合
が
あ
る
。
随

意
契
約
の
一
種

で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
る

が
、
色
々
な
ケ
ー
ス
が
あ

る
た
め
、
個
々
に
判
断
を

し
て
い
る
。
❷
12

事
業
者

に
通
知
し
、
４
事
業
者
の

参
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た

が
、
提
案
書
を
提
出
す
る

段
階
で
３
事
業
者
が
辞
退
。

理
由
は
100

人
近
い
調
理
員
、

配
送
員
な
ど
を
集
め
る
の

が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
と

聞
い
て
い
る
、
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
、
改
正
内
容
の

周
知
方
法
は
、
と
の
質
疑

に
対
し
、
当
局
か
ら
、
市

が
保
有
す
る
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
範
囲
が
明
確
化

さ
れ
た
こ
と
を
Ｈ
Ｐ
・
広

報
等
で
市
民
に
周
知
し
て

い
く
、
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
４
議
案

に
つ
い
て
、
そ
の

他
多
く
の
質
疑
の

後
、
採
決
の
結
果
、

全
員
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
調
理
・

配
送
・
配
膳
等
業
務
委
託
契
約

等
に
つ
い
て
審
査

環境建設常任委員会
　
当
委
員
会
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案

９
件
及
び
請
願
書

２
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

　
景
観
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
、

太
陽
光
発
電
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
、

届
出
の
対
象
と
な
ら
な
い

規
模
で
も
、
周
辺
住
民
か

ら
の
相
談
に
乗
っ
て
い
た

だ
け
る
の
か
、
と
の
質
疑

に
対
し
、
当
局
か
ら
、
景

観
上
、
地
域
住
民
か
ら
の

相
談
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
際
は
、

14

条
の
３
の
規
定
に
よ
っ

て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
　
　
　

　
道
路
占
用
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、

占
用
料
の
値
上
げ
に
よ
る

影
響
額
は
ど
の
程
度
か
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
当
局

か
ら
、
上
昇
率
は
、
平
均

す
る
と
お
よ
そ
９
％
で
あ

り
、
188

万
４
千
円
程
度
の

増
額
と
な
る
、
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
、
安
養

寺
側
道
に
つ
い
て
、
子
ど

も
議
会
で
、
「
暗
い
の
で

街
灯
を
付
け
て
く
だ
さ

い
」
と
の
質
問
が
あ
り
、

市
長
も
設
置
す
る
と
答
弁

さ
れ
て
い
た
が
現
状
は
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
当
局

か
ら
、
危
機
管
理
課
が
、

防
犯
灯
と
し
て
設
置
し
た
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
９
議
案
に
つ
い
て
、
そ

の
他
多
く
の
質
疑
の
後
、

全
員
一
致
で
、
原
案
の
と

お
り
、
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
　

　
請
願
書
２
件
に
つ
い
て
、

反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
全
員
一
致
で
不

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

景
観
条
例
一
部
改
正
等
に
つ

い
て
審
査

文教福祉常任委員会
　
当
委
員
会
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案

７
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
①
市
町

村
標
準
保
険
料
確

定
係
数
算
定
に
つ

い
て
、
地
方
税
の
課
税
の

基
に
な
る
数
字
は
、
１
０

０
０
円
未
満
を
切
り
捨
て
、

最
後
に
算
出
さ
れ
る
数
字

は
、
100

円
未
満
を
切
り
捨

て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

介
護
納
付
金
の
均
等
割
は
、

確
定
係
数
算
定
結
果
で
は

１
万
１
０
７
９
円
で
あ
り
、

端
数
処
理
を
す
る
と
、
１

万
１
０
０
０
円
に
な
り
、

当
市
は
１
万
１
１
０
０
円

で
100

円
高
く
な
る
。
今
回

の
税
額
算
定
は
、
端
数
処

理
の
ル
ー
ル
は
あ
る
の
か
。

②
当
市
の
保
険
者
規
模
１

万
人
～
２
万
人
未
満
の
目

標
収
納
率
94

・
５
％
を
達

成
で
き
な
い
と
ペ
ナ
ル
テ

ィ
が
あ
る
の
か
、
と
の
質

疑
に
対
し
、
当
局
か
ら
、

❶
税
額
の
端
数
処
理
を
検

討
し
た
と
き
に
、
端
数
を

切
り
捨
て
る
と
実
際
に
納

め
る
税
額
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
た
め
、
四
捨
五
入
す

る
こ
と
と
し
た
。
所
得
割

は
標
準
保
険
税
率
に
合
わ

せ
た
が
、
均
等
割
・
平
等

割
は
標
準
保
険
税
率
を
参

考
に
、
市
で
決
定
し
た
。

税
率
改
定
に
つ
い
て
は
税

務
課
そ
し
て
広
報
や
通
知

に
て
、
丁
寧
な
説
明
を
し

て
い
き
た
い
。
❷
ペ
ナ
ル

テ
ィ
は
な
い
。
直
近
３
か

年
の
平
均
収
納
率
の
上
昇

に
応
じ
て
補
助
金
が
交
付

さ
れ
る
保
険
者
努
力
支
援

制
度
が
あ
る
。
補
助
金
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
努
め

て
い
く
、
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
７
議
案
に
つ
い
て
、
そ

の
他
多
く
の
質
疑
の
後
、

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部

改
正
等
に
つ
い
て
審
査

▲本年8月完成予定の新学校給食共同調理場

りっとう議会だより

2018 年 5 月 1日
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施
政
方
針
に
つ
い
て

問

　
未
来
の
栗
東
市
の
姿
を
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
「
目
に
見

え
て
わ
か
る
」
「
実
感
で
き
る
」
と

い
っ
た
政
策
の
実
現
に
向
け
て
、
２

期
目
の
最
終
年
度
に
向
か
い
市
長
の

決
意
を
伺
う
。

答

　
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

く
な
る
安
心
な
元
気
都
市
栗

東
の
実
現
の
た
め
、
地
方
創
生
の
理

念
に
基
づ
い
た
栗
東
市
総
合
戦
略
の

推
進
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
む
。

問

　
経
済
の
好
循
環
を
導
く
た

め
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
事
業
の
創
出
な
ど
、
施
策
拡
充
に

向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の

か
。答

　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に

基
づ
く
基
本
計
画
を
策
定
し

た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
、
付
加
価
値
を
創
出

す
る
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
滋
賀
県

と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

問

　
待
機
児
童
問
題
の
一
つ
の

原
因
と
し
て
保
育
士
不
足
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
一
向
に
解

決
し
な
い
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

答

　
市
内
法
人
立
の
保
育
所
を

対
象
に
、
保
育
体
制
強
化
、

保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
、
新
規
保
育

士
雇
用
促
進
の
各
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
待
機
児
童
解
消
の
糸
口
に

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

　
生
活
困
窮
者
の
早
期
発
見
、

早
期
支
援
へ
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

答

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
で
、
自
立
相
談
支
援
、
住

居
確
保
給
付
金
、
家
計
相
談
支
援
、

学
習
支
援
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
む
。

問

　
本
年
４
月
、
危
機
管
理
セ

ン
タ
ー
の
竣
工
を
迎
え
る
。

こ
の
拠
点
を
中
心
に
災
害
へ
の
備
え

を
最
大
限
発
揮
し
活
用
で
き
る
運
用

に
ま
い
進
し
て
頂
き
た
い
。

答

　
市
の
災
害
対
応
は
も
と
よ

り
、
市
民
・
行
政
が
と
も
に

防
災
・
減
災
に
お
け
る
取
り
組
み
拠

点
と
し
て
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
て
い
く
。

問

　
地
球
環
境
や
経
済
活
動
、

人
々
の
暮
ら
し
等
を
持
続
可

能
と
す
る
た
め
の
「
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
理
念
に
対
す
る
本
市
の
考
え
方
を

伺
う
。

答

　
事
務
事
業
の
目
標
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
目
標
が
符
合
す
る
事
業

も
あ
り
、
今
後
、
第
５
次
栗
東
市
総

合
計
画
の
進
捗
や
新
た
に
策
定
す
る

計
画
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え

方
も
含
め
十
分
検
討
し
て
い
く
。

教
育
方
針
に
つ
い
て

問

　
い
じ
め
の
防
止
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
発
生
時
の

き
め
細
か
な
状
況
把
握
と
適
切
な
対

応
と
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答

　
学
校
だ
け
の
問
題
で
な
く

社
会
全
体
の
課
題
で
あ
る
と

理
解
し
、
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
が
よ
り
充
実
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
む
。

問

　
平
成
32

年
度
よ
り
始
ま
る

小
学
校
で
の
「
外
国
語
科
」

授
業
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答

　
教
員
の
指
導
技
術
の
資
質

向
上
研
修
に
つ
い
て
、
授
業

研
究
会
や
研
修
講
座
を
開
設
し
、
研

修
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
―
ジ
ー
ズ
）
…
平

成
27

年
９
月
に
国
連
持
続
可
能
な
開
発
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
中
で

掲
げ
ら
れ
て
い
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
。

17

の
目
標
と
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な

る
。

代 
表 
質 
問

栗東市民ネットワーク

◆
各
会
派
が
、
市
長
の
施
政
方
針
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
内
容
は
後
日
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
ま
す
。

○は代表者　●は質問者

○中村　昌司　　田村　隆光　●林　好男

りっとう議会だより
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企
業
事
業
資
金
貸
付

金
に
つ
い
て

問

　
㈱
T
S
R
と
㈱
C
S
R
の

2

社
に
合
計
10

億
円
が
貸
付

さ
れ
て
い
て
、
平
成
24

年
9

月
28

日
、

12

月
25

日
に
㈱
T
S
R
へ
の
貸
付
金

返
済
期
限
が
到
来
、
ま
た
、
平
成
24

年
6

月
9

日
、
平
成
25

年
3

月
30

日

に
㈱
C
S
R
へ
の
貸
付
金
返
済
期
限

が
来
て
い
る
。
両
社
か
ら
の
各

5
0
0
0
万
円
の
担
保
金
を
相
殺
し

て
も
9

億
円
も
の
貸
付
残
高
が
未
回

収
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
28

年
度
の

施
政
方
針
以
降
毎
年
、
「
金
融
消
費

貸
借
契
約
に
基
づ
い
て
返
済
さ
れ
る

よ
う
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
」

と
言
い
続
け
て
い
る
も
の
の
何
ら
進

展
が
見
ら
れ
ず
、
平
成
29

年
12

月
31

日
現
在
で
、
企
業
事
業
資
金
貸
付
金

遅
延
金
は
7

億
2
0
0
0
万
円
に
も

膨

れ

上

が

り

、

合

計

で

16

億

2
0
0
0
万
円
も
の
未
回
収
金
が
あ

る
が
、
即
刻
全
額
回
収
に
向
け
て
取

り
組
む
べ
き
で
は
。

答

　
今
日
ま
で
、
貸
し
た
も
の

は
返
し
て
も
ら
う
と
い
う
一

貫
し
た
姿
勢
を
も
っ
て
貸
付
金
へ
の

対
応
を
し
て
き
た
。
㈱
Ｔ
Ｓ
Ｒ
、
㈱

Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
債
務

を
認
め
て
い
る
が
、
双
方
の
弁
護
士

を
交
え
た
協
議
で
示
さ
れ
た
、
相
手

方
の
返
済
計
画
は
到
底
受
け
入
れ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
以
上
進

展
が
望
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
法
的

措
置
も
や
む
な
し
と
考
え
て
お
り
、

私
の
任
期
中
に
は
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
決
意
を
も
っ
て
取
り
組
む
。

火
葬
場
の
整
備
に
つ

い
て

問

「
暮
ら
し
に
安
心
を
」
の
中

で
、
将
来
的
な
課
題
と
し
て
、

「
火
葬
場
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す

る
」
と
の
こ
と
だ
が
、
平
成
15

年
５

月
に
栗
東
市
火
葬
場
建
設
検
討
委
員

会
か
ら
、
広
域
行
政
の
観
点
や
近
隣

市
の
火
葬
場
建
設
に
よ
る
市
民
の
利

用
状
況
を
鑑
み
市
の
単
独
建
設
を
見

直
す
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
の
答
申

が
さ
れ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
整

備
検
討
を
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

答

　
今
後
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
火
葬
需
要
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
火

葬
需
要
予
測
と
近
隣
市
受
け
入
れ
可

能
数
を
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
調
査
結

果
を
も
と
に
火
葬
場
整
備
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
く
。

教
職
員
の
資
質
向
上

に
つ
い
て

問

　
「
校
内
研
修
や
、
研
修
講

座
へ
の
参
加
等
を
通
じ
て
教

職
員
の
指
導
力
向
上
を
図
る
」
と
の

こ
と
だ
が
、
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
は
、
心
身
と
も
に
健
全
な
教
職
員

の
育
成
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
授
業

の
準
備
が
し
っ
か
り
で
き
る
た
め
の

時
間
、
ま
た
、
負
担
軽
減
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答

　
教
材
研
究
、
授
業
準
備
よ

り
生
徒
指
導
や
保
護
者
対
応
、

事
務
処
理
等
の
業
務
に
多
く
の
時
間

を
費
や
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
来

年
度
は
県
の
「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

配
置
事
業
」
に
も
積
極
的
に
手
を
挙

げ
、
教
職
員
の
校
務
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
一
層
研
究
を
進
め
る
予
定

で
あ
る
。

栗東再生市民派クラブ
○は代表者　●は質問者

○●櫻井　浩司　　國松　篤

りっとう議会だより
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「
経
済
に
安
心
を
」
に

つ
い
て

問

「
空
き
店
舗
等
活
用
促
進
補

助
事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答

　
市
内
両
駅
周
辺
の
商
業
エ

リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
主

た
る
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
駅
周
辺
の
活
性
化
事
業
と
今
後

も
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

問

　
学
校
給
食
へ
の
栗
東
産
環

境
こ
だ
わ
り
農
産
物
の
供
給

に
つ
い
て
伺
う
。

答

　
環
境
こ
だ
わ
り
米
の
試
行

に
お
い
て
は
十
分
量
を
確
保

で
き
る
が
、
野
菜
に
つ
い
て
は
、
全

品
目
に
お
い
て
供
給
を
行
う
に
は
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
関
係
機

関
等
と
連
携
し
検
討
す
る
。

「
子
育
て
に
安
心
を
」

に
つ
い
て

問

　
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答

　
平
成
30

年
度
に
新
た
に
民

間
保
育
所
、
小
規
模
保
育
施

設
各
1

か
所
を
募
集
す
る
こ
と
で
、

待
機
児
童
解
消
に
繋
げ
て
い
く
。

問

　
保
育
士
確
保
に
つ
い
て
伺

う
。

答

　
保
育
士
の
負
担
軽
減
策
や

確
保
対
策
に
加
え
て
、
臨
時

職
員
の
賃
金
面
で
の
処
遇
改
善
や
弾

力
的
な
勤
務
条
件
の
設
定
の
実
施
に

よ
り
、
確
保
の
期
待
を
し
て
い
る
。

「
福
祉
・
健
康
に
安
心

を
」
に
つ
い
て

問

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
は
。

答

　
住
民
が
ど
の
よ
う
な
地
域

に
し
た
い
か
を
活
発
に
話
す

地
域
づ
く
り
を
業
務
と
し
て
、
来
年

度
以
降
、
年
次
的
に
中
学
校
圏
域
ご

と
に
配
置
を
進
め
て
い
く
も
の
。

「
暮
ら
し
に
安
心
を
」

に
つ
い
て

問

　
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答

　
昨
年
11

月
に
市
内
の
集
積

所
の
中
か
ら
15

か
所
を
無
作

為
に
選
定
し
、
可
燃
ご
み
の
食
品
ロ

ス
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
今
後
は
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
効
果
的
削
減
に

向
け
取
り
組
む
。

問

　
火
葬
場
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

答

　
今
後
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
火
葬
需
要
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
火
葬
需
要
予
測

と
近
隣
市
受
け
入
れ
可
能
数
等
調
査

し
、
基
礎
調
査
結
果
を
も
と
に
火
葬

場
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
。「

行
政
に
安
心
を
」
に

つ
い
て

問

　
信
頼
さ
れ
る
職
員
の
資
質

と
人
材
育
成
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答

　
職
員
人
材
育
成
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
関
す
る
集
合
研
修
な
ら
び
に

職
員
の
職
場
研
修
を
引
き
続
き
重
点

的
に
実
施
す
る
。

教
育
方
針
に
つ
い
て

問

　
外
国
語
教
育
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答

　
平
成
32

年
度
か
ら
小
学
校

５
、
６
年
生
に
お
い
て
外
国

語
科
（
英
語
）
の
教
科
化
、
小
学
校

３
、
４
年
生
に
お
い
て
外
国
語
活
動

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平

成
30

年
度
よ
り
移
行
期
間
と
し
て
、

３
年
生
か
ら
外
国
語
活
動
を
導
入
し

て
い
く
。
先
駆
け
と
し
て
、
市
内
に

パ
イ
ロ
ッ
ト
校
１
校
を
設
定
し
、
教

員
と
市
教
育
委
員
会
と
が
協
働
し
、

教
育
課
程
の
編
成
や
新
学
習
指
導
要

領
に
対
応
し
た
年
間
指
導
計
画
の
作

成
、
学
習
指
導
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

公　明　栗　東
○は代表者　●は質問者

○●野々村　照美　　小竹　庸介

りっとう議会だより

2018 年 5 月 1日
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▲獣害防止柵

企
業
事
業
資
金
貸
付

金
に
つ
い
て

問

　
㈱
T
S
R
、
㈱
C
S
R
へ

の
返
済
期
限
か
ら
5

年
が
経

過
し
た
。
こ
の
問
題
は
、
緊
急
性
を

持
っ
て
、
対
応
い
た
だ
く
市
の
重
要

課
題
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
㈱
ク
リ
ア
ー
ゲ
ー
ト
に
貸

付
け
ら
れ
た
5

億
円
の
返
済
期
限
が

6

月
末
に
到
来
す
る
。
期
限
内
に
、

返
済
さ
れ
る
見
込
み
な
の
か
伺
う
。

答

　
こ
れ
以
上
、
進
展
が
望
め

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
法
的
措

置
も
や
む
な
し
と
考
え
て
い
る
。
私

の
任
期
中
に
、
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
決
意
を
も
っ
て
取
り
組
む
。

　
㈱
ク
リ
ア
ー
ゲ
ー
ト
は
、
期
限
内

に
返
済
さ
れ
る
も
の
と
し
て
協
議
を

し
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

に
つ
い
て

問

　
獣
害
防
止
柵
が
設
置
さ
れ

最
長
で
7

年
が
経
過
し
た
。

今
後
の
更
新
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答

　
国
費
事
業
に
よ
る
獣
害
被

害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
等

の
活
用
に
よ
る
設
備
設
置
を
検
討
す

る
と
共
に
、
獣
害
防
止
柵
の
補
修
等

は
、
資
材
費
の
50

％
を
市
単
独
事
業

と
し
て
補
助
す
る
。

都
市
計
画
道
路
等
整

備
に
つ
い
て

問

　
大
門
野
尻
線
の
整
備
と
、

国
道
8

号
野
洲
栗
東
バ
イ
パ

ス
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
、
出
庭
林
線

の
予
備
設
計
に
取
り
組
ま
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
整
備
目
標
を
伺
う
。

答

　
大
門
野
尻
線
の
市
道
苅
原

綣
線
か
ら
大
津
能
登
川
長
浜

線
ま
で
の
2

工
区
は
、
平
成
33

年
度

末
完
成
目
標
。
大
津
能
登
川
長
浜
線

か
ら
霊
仙
寺
綣
線
ま
で
の
3

工
区
は
、

平
成
30

年
度
末
完
成
目
標
。
し
か
し
、

事
業
用
地
の
取
得
や
、
J
R
琵
琶
湖

線
の
軌
道
下
横
断
整
備
の
進
捗
状
況

か
ら
事
業
認
可
の
延
伸
が
必
要
で
あ

る
。
出
庭
林
線
は
、
国
道
8

号
か
ら

野
洲
栗
東
バ
イ
パ
ス
の
間
は
、
バ
イ

パ
ス
道
路
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
て

整
備
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

待
機
児
童
対
策
に
つ

い
て

問

　
待
機
児
童
の
解
消
お
よ
び
、

保
育
士
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答

　
平
成
30

年
に
開
所
す
る
小

規
模
保
育
施
設
、
家
庭
的
保

育
施
設
、
平
成
31

年
に
開
所
す
る
施

設
型
の
民
間
保
育
所
に
加
え
て
、
平

成
30

年
度
に
新
た
に
民
間
保
育
所
、

小
規
模
保
育
施
設
各
1

か
所
を
募
集

し
、
待
機
児
童
解
消
に
取
り
組
む
。

民
間
保
育
所
の
保
育
士
の
確
保
は
、

新
規
事
業
で
、
保
育
所
運
営
補
助
と

し
て
保
育
体
制
強
化
事
業
、
保
育
士

宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
、
新
規
保

育
士
雇
用
促
進
事
業
を
実
施
す
る
。

学
校
教
育
充
実
に
つ
い

て問

　
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
、
小
学
校
空
調
設
備
設
置

に
着
手
さ
れ
る
が
、
完
了
は
い
つ
頃

か
伺
う
。

答

　
小
学
校
空
調
設
備
設
置
は

全
て
の
市
内
小
学
校
に
お
い

て
、
早
期
に
設
置
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
工
事
は
、
夏
休
み
期

間
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
年
度
内

の
完
了
を
目
指
し
、
平
成
31

年
度
の

夏
か
ら
は
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

新　政　会
○は代表者　●は質問者

○藤田　啓仁　　寺田　範雄　　上田　忠博　　片岡　勝哉　　　　　　

●武村　賞　　　谷口　茂之　　田中　英樹　　三木　敏嗣

りっとう議会だより

2018 年 5 月 1日
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３
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
７
人
が
質
問
し
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載
を
省
略
し
て
い
る
質
問
も
含
め
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
本
会
議
の

様
子
を
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
員
の
似
顔
絵
は
栗
東
高
等
学
校
美
術
科
似
顔
絵
制
作
チ
ー
ム
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

個

人

質

問

ページ 質 問 者 質 問 事 項

11 三木　敏嗣 保育園等の待機児童問題について

12

谷口　茂之

度重なる市職員の不祥事について

第五次栗東市総合計画後期基本計画の取り組み姿勢について

野々村 照美 スマートフォンを活用した情報掌握について

13

大西　時子 生活保護は命の保障

田村　隆光

子どもの放課後の明るい未来のために

寡婦控除の拡大で未婚のひとり親家庭支援を

14

中村　昌司

障がい者団体への活動支援について

農業施策の推進ー学校給食における地元食材利用の拡充を

片岡　勝哉 「まちづくりに関する請願書」採択後の施策展開について

問

　
保
育
園
等
の
待
機
児
童

数
を
問
う
。

答

　
平
成
30

年
１
月
末
で
134

名
で
あ
る
。

問

　
保
育
園
等
の
隠
れ
待
機

児
童
数
と
は
①
地
方
単
独

事
業
を
利
用
し
て
い
る
。
②
育
児

休
業
中
で
あ
る
。
③
特
定
の
保
育

園
等
を
希
望
し
て
い
る
。
④
求
職

活
動
を
休
止
し
て
い
る
。
以
上
の

理
由
で
幼
稚
園
・
保
育
所
に
入
所

で
き
な
い
者
を
指
す
と
厚
生
労
働

省
は
説
明
し
て
い
る
が
、
市
の
隠

れ
待
機
児
童
数
は
。

答

　
③
番
目
の
理
由
で
は
、

１
月
末
現
在
77

名
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問

　
市
内
の
保
育
園
等
の
新

設
の
最
新
状
況
と
今
後
の

予
定
を
問
う
。

答

　
平
成
31

年
度
は
定
員
120

名
の
施
設
型
保
育
所
が
開

所
予
定
。
平
成
30

年
度
は
新
た
に

施
設
型
保
育
所
、
小
規
模
保
育
所

施
設
を
各
１
か
所
公
募
予
定
で
あ

る
。問

　
保
育
園
職
員
と
幼
稚
園

職
員
の
不
足
を
問
う
。

答

　
保
育
園
職
員
は
、
94

人

が
必
要
な
と
こ
ろ
17

人
の

不
足
。
幼
稚
園
職
員
は
、
71

人
必

要
な
と
こ
ろ
17

人
の
不
足
で
あ
る
。

問

　
全
国
保
育
協
議
会
調
査

に
よ
る
と
園
の
正
規
と
非

正
規
保
育
士
の
割
合
は
、
１
９
９

５
年
に
は
正
規
保
育
士
は
約
７
割

お
ら
れ
た
が
、
２
０
１
６
年
に
は

約
５
割
に
な
っ
て
い
る
。
当
市
の

状
況
を
問
う
。

答

　
市
立
保
育
園
の
正
規
職

員
は
、
約
４
割
で
あ
る
。

問

　
職
員
の
処
遇
改
善
施
策

を
問
う
。

答

　
市
の
臨
時
職
員
は
、
賃

金
面
の
単
価
ア
ッ
プ
と
就

労
ニ
ー
ズ
や
就
労
実
態
に
見
合
っ

た
弾
力
的
な
勤
務
条
件
の
設
定
を

行
う
。
平
成
29

年
度
よ
り
市
立
の

全
保
育
園
、
幼
稚
園
、
幼
児
園
に

事
務
職
員
を
配
置
し
保
育
士
及
び

幼
稚
園
教
諭
の
事
務
負
担
軽
減
す

る
こ
と
に
よ
り
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
改
善
に
努
め
る
。

保育園等の待機児童問題について

三木　敏嗣 議員

▲治田保育園

りっとう議会だより

2018 年 5 月 1日
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個 人 質 問

度重なる市職員の不祥事について

谷口　茂之 議員

問

　
他
人
作
成
も
含
め
５
万

件
以
上
の
デ
ー
タ
を
消
去

し
た
事
件
で
、
被
害
が
な
い
、
市

全
体
の
業
務
執
行
に
支
障
が
な
い
、

市
民
に
被
害
、
迷
惑
を
か
け
る
事

態
に
至
ら
な
い
と
の
答
弁
だ
が
、

復
元
に
要
し
た
経
費
、
時
間
外
勤

務
手
当
等
は
税
金
で
賄
う
な
ど
被

害
は
あ
る
筈
だ
。
刑
法
に
触
れ
刑

事
告
発
す
べ
き
だ
。

答

　
本
人
の
故
意
が
課
題
、

他
人
の
作
成
フ
ァ
イ
ル
は
、

フ
ォ
ル
ダ
ー
選
択
の
際
に
誤
っ
た

と
思
わ
れ
る
と
弁
明
し
て
い
る
。

意
図
的
に
削
除
を
し
た
こ
と
を
立

証
す
る
課
題
等
々
が
あ
る
。

問

　
９
月
５
日
電
算
室
か
ら
、

調
書
を
作
る
参
考
に
と
騙

し
、
午
後
は
こ
っ
そ
り
と
入
っ
て

デ
ー
タ
を
消
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
故
意
を
認
定
す
る
の
は
当
た

り
前
の
話
だ
。

答

こ
の
関
係
は
警
察
に
も
一

連
の
流
れ
等
も
相
談
を
し

て
い
る
中
で
の
判
断
で
あ
る
。

第
五
次
栗
東
市
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の
取

り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て

問

　
立
地
希
望
の
企
業
を
逃

さ
な
い
た
め
、
も
う
１
か

所
集
積
地
が
必
要
と
考
え
る
。
農

地
も
な
く
バ
イ
パ
ス
も
通
り
最
適

な
東
部
開
発
事
業
・
栗
東
ニ
ュ
ー

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
を
最
後
ま
で
作
る

べ
き
。
市
の
意
欲
と
見
込
み
は
。

答

（
仮
称
）
東
西
線
道
路
を

平
成
30

年
度
道
路
整
備
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
付

け
、
保
安
林
解
除
の
協
議
が
整
っ

た
後
、
本
格
的
に
事
業
化
に
向
け

て
取
り
組
む
。

問

　
国
１
バ
イ
パ
ス
の
残
地

事
例
で
は
、
国
の
施
策
で

集
約
化
を
図
っ
た
上
砥
山
営
農
組

合
が
矢
面
に
立
ち
、
耕
作
し
や
す

い
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。
市
は
、

後
方
支
援
に
回
っ
て
い
る
感
じ
だ

が
、
農
業
に
対
す
る
市
の
ス
タ
ン

ス
を
今
一
度
伺
う
。

答

　
残
地
に
つ
い
て
地
権
者

と
耕
作
者
の
希
望
を
考
慮

し
、
農
地
の
区
画
拡
大
等
の
工
事

に
か
か
る
補
助
な
ど
、
可
能
な
限

り
の
支
援
を
し
た
い
。

スマートフォンを活用した情報掌握について

野々村　照美 議員

問

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

活
用
し
、
市
民
が
危
険
と
感
じ
、

修
繕
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
現
場
の
写
真

を
撮
り
、
ア
プ
リ
の
地
図
上
Ｇ
Ｐ

Ｓ
を
使
っ
た
位
置
情
報
と
と
も
に
、

危
険
な
状
況
な
ど
コ
メ
ン
ト
を
書

い
て
送
信
す
る
と
行
政
に
届
く
と

い
う
仕
組
み
だ
が
、
現
在
の
市
民

の
声
の
届
き
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答

　
各
担
当
課
が
窓
口
と
な

り
、
来
庁
、
電
話
、
電
子

メ
ー
ル
で
相
談
・
要
望
を
受
け
て

い
る
。
ま
た
、
担
当
課
の
ル
ー
ト

と
は
別
に
市
長
へ
の
手
紙
の
運
用

と
、
意
見
を
交
換
す
る
場
と
し
て
、

担
当
課
の
出
前
ト
ー
ク
、
市
長
の

こ
ん
に
ち
は
ト
ー
ク
な
ら
び
に
市

長
と
気
軽
に
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

等
を
実
施
し
て
い
る
。

問

　
活
用
に
よ
り
、
市
民
が

行
政
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

協
働
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
な

る
と
同
時
に
、
職
員
の
業
務
の
効

率
化
に
も
つ
な
が
り
、
災
害
時
に

は
市
民
か
ら
の
情
報
も
得
ら
れ
る

こ
と
で
、
行
政
と
市
民
を
つ
な
ぐ

ツ
ー
ル
と
な
る
と
と
も
に
、
市
民

同
士
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
に
も
な
り

得
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答

　
従
来
か
ら
「
安
心
・
安

全
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

市
民
の
声
を
積
極
的
に
反
映
す
る

た
め
に
、
新
規
事
業
の
開
拓
や
既

存
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、
広
報

広
聴
機
能
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
つ
い

て
は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
効

果
的
な
行
政
運
営
を
行
う
手
段
と

し
て
極
め
て
有
効
と
考
え
る
。
先

進
自
治
体
の
導
入
事
例
を
十
分
参

考
に
、
全
課
に
呼
び
か
け
な
が
ら

ア
プ
リ
な
ら
び
に
運
用
方
法
等
、

導
入
に
向
け
て
研
究
・
検
討
し
て

い
く
。

▲実施イメージ図
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個 人 質 問

問

　
市
内
の
学
童
保
育
所
の

視
察
等
を
通
じ
、
施
設
の

老
朽
化
と
狭
隘
な
ス
ペ
ー
ス
、
指

導
員
の
処
遇
改
善
、
指
定
管
理
者

制
度
は
運
営
上
不
安
定
要
素
が
多

い
等
課
題
改
善
の
必
要
性
を
感
じ

た
。
市
の
考
え
は
。

答

　
施
設
規
模
の
確
保
や
施

設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は

必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
空
調
設

備
の
修
繕
な
ど
緊
急
的
な
対
応
を

優
先
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
指
導
員
の
処
遇
関
係
は
、
指
定

管
理
者
が
人
件
費
等
、
対
応
し
て

い
る
。
平
成
27

年
度
か
ら
は
、
放

課
後
児
童
支
援
員
処
遇
改
善
事
業

に
対
応
し
、
平
成
29

年
度
か
ら
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業

へ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
今
年
度

よ
り
５
年
間
の
指
定
管
理
が
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
、
公
募
方
法
は
、
他
市
の
状
況

も
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

問

　
学
童
保
育
の
事
業
は
、

他
市
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
、
こ
の

事
業
に
か
け
る
市
長
の
思
い
は
。

答

　
学
童
保
育
所
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の

中
で
、
大
変
必
要
な
位
置
付
け
を

し
て
い
る
。
年
度
当
初
に
、
毎
回

コ
ミ
セ
ン
や
出
先
の
施
設
を
視
察

し
て
い
る
が
、
学
童
保
育
の
施
設

も
現
場
を
確
認
し
、
指
摘
箇
所
の

確
認
を
し
て
い
き
た
い
。

寡
婦
控
除
の
拡
大
で
、

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭

支
援
を

問

　
厚
生
労
働
省
は
、
配
偶

者
と
死
別
、
離
婚
し
た
寡

婦
へ
の
経
済
的
支
援
の
一
部
を
、

今
年
６
月
か
ら
未
婚
の
ひ
と
り
親

に
も
対
象
を
広
げ
た
。
市
の
対
応

は
。答

　
国
か
ら
の
通
知
等
で
承

知
し
て
い
る
。
前
向
き
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

子どもの放課後の明るい未来のために

田村　隆光 議員

生活保護は命の保障

大西　時子 議員

問

　
日
本
の
生
活
保
護
利
用

率
は
、
国
民
の
1.6
％
、
200

万
人
を
超
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
貧
困
層
の
２
割
程
度
で

あ
る
。
市
の
生
活
保
護
世
帯
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答

　
平
成
30

年
2

月
1

日
現

在
で
、
288

世
帯
、
488

人
で

あ
る
。
ま
た
、
平
成
29

年
4

月
1

日
か
ら
平
成
30

年
1

月
31

日
ま
で

の
申
請
件
数
は
50

件
で
受
給
件
数

は
42

件
で
あ
る
。

問

　
生
活
困
窮
者
の
相
談
や

申
請
な
ど
に
携
わ
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
実
情
に
つ

い
て
伺
う
。

答

　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
3

人
配
置
し
て
お
り
、
一
人

平
均
96

人
を
担
当
し
て
い
る
。
昨

年
度
の
１
年
間
の
申
請
件
数
が
46

件
に
対
し
て
、
今
年
度
は
１
月
末

ま
で
で
、
既
に
50

件
と
な
っ
て
お

り
、
相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
最
も
多
い
相
談
は
、
病
気
等

健
康
面
で
あ
る
。

問

　
厚
生
労
働
省
策
定
の

「
生
活
支
援
戦
略
」
に
は
、

徹
底
し
た
「
就
労
指
導
」
と
あ
る
。

行
政
に
よ
る
受
給
者
の
生
活
態

度
・
家
計
支
出
の
管
理
・
調
査
・

指
導
・
罰
則
の
強
化
な
ど
を
提
唱

し
て
い
る
が
、
受
給
者
の
人
権
・

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
無
視
す
る
も
の

で
は
な
い
か
。
市
と
し
て
は
、
ど

の
よ
う
に
就
労
指
導
を
行
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

答

　
生
活
保
護
の
担
当
課
に

就
労
支
援
員
を
１
名
配
置

し
た
上
で
、
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
関
係
機

関
と
も
連
携
し
、
就
労
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
支
援
の
方

法
と
し
て
は
、
ま
ず
、
そ
の
方
が

今
ま
で
積
ん
で
こ
ら
れ
た
経
験
や

就
労
に
向
け
た
希
望
、
ま
た
健
康

上
の
配
慮
と
し
て
医
師
の
意
見
書

な
ど
を
参
考
に
、
常
に
そ
の
方
に

寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に
む
け
た

就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

りっとう議会だより
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個 人 質 問

障がい者団体への活動支援について

中村　昌司 議員

問

　
市
長
は
就
任
以
来
、
財

政
健
全
化
目
標
に
向
け
懸

命
に
市
政
の
種
々
の
課
題
に
取
り

組
ま
れ
、
そ
の
効
果
が
出
て
い
る

こ
と
は
評
価
す
る
。
し
か
し
一
方

で
は
、
財
政
健
全
化
へ
の
明
る
い

兆
し
が
見
え
て
き
た
こ
と
が
、
そ

の
取
り
組
み
の
間
に
お
い
て
、
緊

縮
型
予
算
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の

影
響
に
も
様
々
な
問
題
が
惹じ
ゃ
っ
き起
し

た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
障
が
い

を
も
ち
な
が
ら
も
日
々
営
々
と
日

常
の
暮
ら
し
を
営
ま
れ
、
そ
の
生

活
の
糧
と
す
べ
く
同
志
で
集
わ
れ
、

様
々
な
文
化
活
動
や
行
動
を
し
て

お
ら
れ
る
障
が
い
者
団
体
、
と
り

わ
け
視
覚
障
が
い
者
団
体
が
あ
る
。

そ
の
団
体
へ
の
補
助
金
、
交
付
金

は
妥
当
な
金
額
と
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

答

　
本
市
の
障
が
い
者
団
体

へ
の
補
助
金
額
は
、
各
団

体
に
お
い
て
活
動
内
容
や
活
動
歴
、

団
体
の
規
模
が
異
な
り
、
一
律
の

算
定
方
法
は
と
っ
て
い
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
状
況
に
合
わ
せ

て
算
定
し
て
お
り
妥
当
と
考
え
て

い
る
。

学
校
給
食
に
お
け
る
地

元
食
材
利
用
の
拡
充
を

問

　
市
民
等
か
ら
新
た
な
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴

い
、
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
地

元
産
食
材
を
利
用
す
る
こ
と
に
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
、
取
り
組

み
へ
の
認
識
や
意
欲
を
伺
う
。

答

　
今
後
も
市
内
で
適
期
に

収
穫
さ
れ
、
大
き
さ
等
一

定
の
条
件
を
備
え
た
新
鮮
な
野
菜

を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
く
。
新

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
開
設
に

伴
い
農
業
者
の
関
心
は
高
い
こ
と

か
ら
、
顔
の
見
え
る
安
心
・
安
全

な
農
産
物
を
子
ど
も
た
ち
へ
提
供

し
た
い
と
の
思
い
を
実
現
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

まちづくりに関する請願書採択後の施策展開
について

片岡　勝哉 議員

問

　
北
中
小
路
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
請
願

書
採
択
を
受
け
、
市
の
考
え
は
。

答

　
請
願
書
の
願
い
を
実
現

す
る
た
め
に
努
力
を
し
て

い
く
こ
と
が
、
応
え
る
こ
と
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

　
出
店
に
つ
い
て
希
望
さ

れ
て
い
る
事
業
者
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
市
に
対
し
て
の
接

触
が
あ
っ
た
の
か
。

答

　
中
核
と
な
る
商
業
事
業

者
か
ら
出
店
の
意
向
は
表

明
さ
れ
て
お
り
、
意
向
の
確
認
な

ど
の
情
報
を
聞
く
た
め
面
談
を
行

っ
て
い
る
。

問

　
日
本
経
済
新
聞
の
記
事

で
は
、
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル

セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
が
、
本
市
に
進

出
意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
と
い
う
報
道
が
あ
る
が
、

事
実
か
。

答

　
北
中
小
路
及
び
十
里
地

先
に
出
店
す
る
計
画
を
有

し
た
旨
の
書
面
が
、
平
成
29

年
９

月
に
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

問

　
平
成
30
年
度
予
算
に
債

務
負
担
行
為
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
た
事
業
が
あ
る
が
。

答

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
農

業
政
策
の
調
査
、
都
市
計

画
政
策
の
調
整
に
つ
な
げ
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

問

　
事
業
進
捗
の
た
め
、
次

年
度
以
降
の
庁
内
の
組
織

体
制
は
。

答

　
現
在
の
人
員
で
は
不
足

す
る
と
考
え
る
た
め
、
新

た
な
部
署
の
設
置
な
ど
、
適
正
な

体
制
整
備
に
努
め
る
。

問

　
適
正
な
体
制
整
備
に
努

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
専
門
の
部
署
が
必
要
と
い

う
こ
と
か
。

答

　
い
ろ
い
ろ
な
調
整
業
務

等
、
多
課
に
ま
た
が
る
関

係
か
ら
、
専
門
の
部
署
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

▲北中小路のまちづくり構想の区域
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3
月
25
日
午
前
9
時

半
よ
り
、
危
機
管
理
セ

ン
タ
ー
竣
工
式
が
行
わ

れ
、
全
議
員
が
出
席
し

ま
し
た
。
来
賓
者
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

事
業
経
過
に
つ
い
て
の

報
告
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　
竣
工
式
終
了
後
、
セ
ン
タ
ー
に
導
入
さ
れ
た

「
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
の
説
明
や
、

内
部
の
見
学
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
「
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
」
は
各
災
害
情
報
お
よ
び
対
応
状
況

を
デ
ー
タ
管
理
す
る
と
と
も
に
、
湖
南
広
域
消
防

局
と
連
携
を
行
い
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
情
報
共
有

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、

市
全
体
の
防
災
意
識
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
き
ら
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
に
よ

る
議
場
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た

▲演奏の様子

▲竣工式の様子

▲竣工式の様子

今定例会では、意見書1件を可決し、政府関係機関に提出しました。

　我が国固有の領土である歯舞群島、色丹島、国後島および択捉島の北方四島の返還の実現は、国民の長年にわたる悲願

である。

　しかし、戦後７２年を経た今もなお、北方四島は返還されず、日露両国間に平和条約が締結されていないことは誠に遺憾である。

　北方領土問題を解決し平和条約の締結に至るためには、日露両国間における政治対話を促進し、様 な々分野での交流を拡

大して相互理解を深めることが必要不可欠である。

　こうした中、昨年５月の日露首脳会談では北方領土問題について今までの発想にとらわれない新しいアプローチで交渉を精力

的に進めていくとの認識が両首脳で共有されるとともに、同年１２月の首脳会談では北方領土における日本とロシアによる共同経

済活動に関する協議の開始が平和条約の締結に向けた重要な一歩になり得るとの相互理解に達している。

　一方、北方四島を追われた元島民は、既に６割を超える方々が亡くなられており、一刻も早い領土問題の解決が強く望まれて

いる。

　よって、国会および政府におかれては、北方四島の早期返還の実現を求める国民の総意と心情に応え、次の事項について

適切な措置を講ずるよう強く求める。

記

　１　 日露両国間において今日までに達成された諸合意に基づき、早急に北方領土問題を解決し、平和条約を締結するための

強力な外交交渉を進めること。

　２　 国民世論の結集と高揚、国際世論の喚起および学校現場等における青少年に対する北方領土教育等の充実と強化を図

るとともに、内閣総理大臣による北方領土隣接地域からの北方領土視察を実現するなど、北方領土返還要求運動の一

層の促進を図ること。

　３　北方領土問題等の解決の促進のための特別措置に関する法律に基づく北方領土隣接地域の振興対策等を促進すること。

　４　 北方四島交流事業、北方領土墓参事業および北方四島自由訪問事業の実施団体に対する支援措置を強化するとともに、

各事業の円滑な実施を図ること。

（可決・全）

北方領土問題の解決促進等を求める意見書

意　見　書

　
3
月
23
日
に
、
さ
き
ら
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講

生
に
よ
る
演
奏
が
議
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
議
場
で
の
演

奏
を
通
じ
て
ア
カ
デ
ミ
ー
の
活
動
が

広
く
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
、
ま
た
受
講
生
に
と
っ
て
も
市
政

と
身
近
に
関
わ
る
機
会
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
休
憩
時
間
で
あ
る
12
時

半
か
ら
13
時
の
間
、
受
講
生
は
パ
ッ

ヘ
ル
ベ
ル
の
「
カ
ノ
ン
」
な
ど
全
7

曲
を
披
露
し
、
普
段
は
厳
格
な
雰
囲

気
の
議
場
に
バ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ

ラ
・
チ
ェ
ロ
の
美
し
い
音
色
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。

栗東駅西口エレベーター

竣工式が行われました

　栗東駅西口にエレベーター

が設置され、4月1日に竣工式

が行われました。
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　田植えの季節、あらゆる草木が成長して生い茂る時

期となりました。

　３月定例会では、平成３０年度施政方針、教育方針に

対し、代表質問や個人質問等が行われ、平成３０年度

予算が成立しました。

　市の財政は明るい兆しが見えると言われていますが、

まだまだ厳しい状況が続いています。議会には、市政運

営をチェックすると共に、共感できるところは積極的に協

力するなど、チェック・アンド・バランスが求められています。

　また、議会最終日には議場で、第２回目の「さきらジュニ

アオーケストラ・アカデミー受講生」13名による演奏会が

行われ、素晴らしい演奏で、感動をいただきました。今後

も、開かれた議会を目指し、市民の方々に参画をいただ

けるように努めてまいりますので、ご指導、ご鞭撻をいた

だきますよう、お願いします。

編 集 後 記

議会広報編集特別委員会

　（委 員 長） 野 々村 照 美

　（副委員長） 三木　敏嗣

　（委　　員） 大西　時子　　中村　昌司

 櫻井　浩司　　上田　忠博

 武村　　賞

６月 5日 本会議（議案上程等）
12日～14日 本会議（個人質問）

15日～18日 予算常任委員会

19日・20日 総務・環境建設・文教福祉各常任委員会
　　 25日 本会議（委員長報告・採決）

５月28日 本会議（議長選挙等）

（土・日を除く）

6月定例会の予定

5月臨時会の予定

にお越しください傍 聴

　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。

　開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。

　日程については、現段階での予定であるため、変更になる場合

がありますのでご了承ください。

　また、手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務局へ

連絡をお願いします。

●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
　TEL : 551-0137  FAX : 551-0146  　　: gikai@city.ritto.lg.jp

　これまでの議会の様子は、YouTubeの動画でご覧いただけます。
栗東市議会のホームページにリンクがありますので、ご参照ください。

日　　時 場　　所

５月19日（土）
受付：9時30分から
開始：10時00分

栗東市危機管理センター
（栗東市役所北側）

市議会定例会の報告と、参加者の皆さまとの意見交換などを行います。この機会に、ぜひ皆さまのご意
見をお聞かせください。

を開催します。

◦予算常任委員会… ………… 予算全般に関すること

◦総務常任委員会… ………… 市民政策部、総務部などに関すること

◦環境建設常任委員会… …… 環境経済部、建設部などに関すること

◦文教福祉常任委員会… …… 福祉部、子ども・健康部、教育委員会などに関すること

３月定例会で審議した主な議案などを報告します。

第一部　議会報告

テーマ「地域防災について」など

議会活動や市政に関して、テーマを設け意見交換をさせていただきます。

第二部　意見交換

◦ 事前の申込みは要りません。直接会場へお越しください。
◦ 手話通訳者の配置をはじめ支援の必要な方は、5月10日（木）までに議会事務局へ連絡をお願い

します。
◦ 当日は議会だより5月1日号（本誌）をご持参ください。
問い合わせ／議会事務局（市役所４階）
TEL 551−0137　　FAX 551−0146　　E-mail：gikai@city.ritto.lg.jp

参加

方法

議会報告会
みんな

で考え
よう

栗東市

皆さんの声を
お聞かせください。

りっとう議会だより

2018 年 5 月 1日
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「りっとう議会だより」は、古紙配合の再生紙とベジタブルインクを使用しています。


